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ミラ型愛光星に就いて（2）

　　　故小山秋雄氏遺制

次に各曲線毎に魚拓週期を算出すると，
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丁目・Me分光型のミラ星では，　aなる光度曲線の星は」9に比して大艦週期

が長く，iL，週期の増す程極小は挙たくなり，増光は急激となる．

　Se分光型のミラ星は僅か18個しか光度曲線が明でないから，週期と光度曲

線聞の關f系は認められなhが，Me分光型の星に比し極小が尖ってみるといふ

特徴がある．自”ち週期が250口以上のMe星ではa型が125，α一β，β，γ，

Pecが75個であったに反し，　Se星では，5個封12個の割合である．3ζβ型

がSc星には多いばかりではなく，長い雌e星には全然見られなかったβ3型

さへあるのである．叉週期の長いにも拘らすSe星にはSCasを除いてはα1，

a2なる光変曲線が現れない．

　今一っSe星の光度曲線の特徴は，僅か18個中，　S　Cas，　S　UMaの2個の

光度曲線を攣する星のある事である．

　K，Ma，　Mb，　Mcの分光型のミラ星はルヂンドルフの取扱ってみる藪は夫

々4，8，12，15の少数である上，攣光範園が小で光度曲線の分類困難なるた

め・得る所は少なく，光度雌線に攣化の著しい事，a型が少くて，　Me星には

なかったβ4（7Gem　Ma）のある事，　EPちSe星の場合と同檬に卒たい極大の

現はれる華華のある糞垂が主要な事である．
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N・・型も欄が21個にすぎないカ・ら・週期と現職線と’「）　MSi係は解らな

いが，β型が19個も占め，且その中でも極大の’Fたいβ3，β4が多い，

以上の如く・M・星以外のミラ星は・八le星馴して，極小より鰍力・喉

いといふ系統的な傾向がある．そしてN，R星に特に騙しい・

　（ii）週期

各・ペクト・哩の・ラ星についての」’1；均週鵬加ベルの繍1こよるE　一：fc・，）

様になる．

　　　　分光型　輝線ナ。　　　輝　線　一＼
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．

＼鵬M・星の2幽週期は燗300日で，Se・Re・R・N分光型・Utt．tそれ

より長く，G，　K，　Ke，　M，　Sノ即ま短い事がわかる．

更にMe星をその漁スペクトルによって写し分光型と週期との臨を

詳細に調べると（柴田二次氏，天

仁月報第26巻第10號）別表の如

く，週期と共に分光型が進んでみ

る．仙し420口以上になると少し

逆に若くなる傾向が見えてみる，

週期と共に分光型の進むのは，K，

Ke，　M星にも見られ・る所である・

　（iii）墾光範幽

　攣光範囲は極小光度の解ってみ

る星が少ないため，材料は少数で

週
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ある・　・）il表はカンペルが米國のAAVSO補嚇llllより蜘たlllこ・・見処軌

範園を材料にして得tcものである．

　Keを除くと輝線のある星の方がすっと大きた饗光範嗣をイfしてみる．又S。

はM・よ妙し大きい様である’　f11し此の一一1の長臆・K，・へ：・・J・れなし、で
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の話である．

　他の分光型にっV、て

は材料の少ない爲不可

能であるが，Me星に

つき週期との關係を調

べて見ると，柴田氏（同

上）の結果によっても，
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最初は週期と共に著しく攣光範園は増し，週期220日より500口迄は略6・0等

で一一定で，その後は再び急激に増大の傾向がある．（表略す）

　術柴田氏のMe星の攣光範園の分布の研究によると（同上），最大値は6・4等

で，その左右は略言桝的であるが，墾光範園が4．5等以下になると，著しく封

稻が破れて，略3．2等の所に第二の最大値がある．此の分布はミラ星の墾光原

因，例へば脈動読とか自蒋説とかにある暗示的なものを與へてるるのかも知れ

ない．

　ノしヂンドルフはMe星中a曲線を有する星とβ曲線の星と何れが大きい

攣光範幽を有するかと調べたが，同一週期の星については，認められる平な差

違はなかった．勿論α曲線の星は週期が総艦としてはβ曲線の星より長いか

ら，全艦を考へた時には，大きV・攣光範幽を有してみる・

　（iv）　見掛の極大光度と週期

　週期，分光型，光度曲線等と見掛けの極大乃

至極小光度との關係は興味深いものであるが，

未だ見るべき結果に心してみない．此庭ではカ

ノン，カンベルの1080個のミラ星に就て得た結

果を蓮；ぺておかう．眼硯極大光度を各等級毎に

分け，その週期をT一均すると，表の如くなる．

此の内工数が充分で，李均週期の信頼されるも

のは，極大光度が6等級：より12等級に限られて

みるが，その間では光度の淡くなると共に週期

が短くなる傾向がある．　（以下176頁へ績く）

1　趣大光度
星 釧辺期
　

3．0－3．9 2 282

4．0－49 4 250

5．0－5．9 7 234

6．0一一6．9 38 292

7．0－7．9 154 301

8．0一一8・9 305 281

9。0一一9．9 267 294

10．0一・10．9 143 276

11．0一一11．9 88 272

12．0－12．9 49 253

13．0－13．9 15 307

14．0－14．9 5 317
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いと親念した・それは1923職がプ｛＋二麟である・それでも彼は激寝と

しての役目をはたし畿二二三轍‘測ckへ断って來て伽うといふ希

壁を抱き・その爲徽といふ犠レよ自分で持ってる翻こした・けれど段CC）

友燵には前から分りきってゐ蘭り・歓は此の瀧を「eし得る騰釜1，衆

す，1930年・総長をやめると同時に豪長の席をR・G・Aitkenに譲った．

六＋臓のその年まで徽繍とい蹴知らなかったの燃そ幅後

は健康といふ事を知らなかった・色々曜腕がこんがらがって煽li幅

徽なくなり，もう…つの眼もひどく伽を損じた・彼の前途にはた隔

があ・ばかりだと信じ職舳な夫人に鰍の上の鮒を背ftはすに忽ぴす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1938年六月十四H，彼はわれとわが手で白玉の命を絶つた．

彼の鋤の根元はその慮れた脚こある・彼は爾力詠って嫉そし，

ひと幽した上は，欝としてそれを守つ勘事塑「ける‘c　・’・・　2’lt　1・　・、L・IN　tlJi

漱であったことも彼の獺である・そしてかういふ脇を持ってる7・・Alttl、

ク紬ckの様なtllの上の燃の凧上として嘱するのである・それ鴨

鰯族が肌學撒の鱒｛輌でなく　‘’・」t一．liの事，例へ臓女鳩・様

々の軸を融通まはせるカ≧譲欝をどの食瓢（Mess）1こ入れる力畑

ふやうな事まで比すべて報嚇ζ加ってみる・伽やり加どうであっ

たにしろ・好裸轍網論定川來痴話萩とし涌いて蜘11に
Li・kの成績は鵬峰に達し，當時で一応⑳雌をi【’める燃とし・認

められるに至った程である．（POpL　Astr・，47（1939），2－5・榮助課）

（163頁よりの績き）

此の藪は主とし磯胴に近冨鵬工せられる微光のミラ星蹴・・ても認めら

れてゐ齋あって，例へば“さそり”‘‘へびつかひ”にスオげ醗回した眼

醜極大光度が11等，12等の57個のミラ星の2卜均週期は217口である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下継等i）


